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正
規
と
パ
ー
ト
の
処
遇
の
差 

―
拘
束
性
に
つ
い
て
ー
〟
（
第
３
回
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生
協
労
連 

利
波
氏
発
表 

 

前
回
の
均
等
待
遇
に
お
け
る
討
論
の
中
で
正
規
と
パ

ー
ト
の
関
り
で
生
協
労
連
の
利
波
氏
に
「
拘
束
性
」
に
つ

い
て
の
発
表
を
依
頼
し
て
お
り
、
当
日
（
１
２
／
１
９
）

は
、
次
の
よ
う
な
研
究
発
表
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 
問
題
提
起
と
し
て
正
規
と
パ
ー
ト
の
格
差
を
認
め
る

理
由
の
一
つ
に
「
拘
束
性
」
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る

が
、
格
差
を
認
め
る
に
値
す
る
理
由
と
な
る
か
を
提

起
。 

そ
の
一
つ
は
、
前
号
で
報
告
し
た
よ
う
に
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
指
針
（
改
正
）
で
は
格
差
の
根
拠
と
し
て
同

一
労
働
（
時
間
、
職
務
内
容
等
）
で
も
、
拘
束
性
（
労
働

時
間
・
休
日
・
休
暇
の
設
定
の
自
由
度
・
責
任
、
残
業
の

有
無
・
配
転
義
務
の
有
無
等
）
に
違
い
が
あ
れ
ば
格
差

を
認
め
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
利
波
氏
は
、
日

本
の
歴
史
の
中
に
お
け
る
男
性
社
会
の
形
成
か
ら
考

察
し
、
性
別
役
割
分
担
論
（
＝
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
）

を
提
起
、
そ
の
①
軍
需
を
中
心
に
日
本
型
資
本
主
義

経
済
が
発
展
し
て
き
た
、
富
国
強
兵
と
侵
略
と
植
民
地

化
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
男
の
役
割
、
銃
後
を
守
る
は

女
性
、
②
日
本
の
社
会
福
祉
の
貧
困
化
（
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
貧
困
）
‐
家
族
の
負
担
（
女
性
）
、
③
年
功
序
列
型
の

賃
金
体
系
で
補
完
（
社
会
福
祉
の
貧
困
を
補
う
た
め�
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明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す。今 年 も よ ろ し く 

会    報 

�

男
性
正
規
社
員
に
賃
金
の
保
障
）
、
こ
の
よ
う
に
展

開
し
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
始
ま
り
を
日
本
的
側
面
か

ら
、
①
高
度
成
長
期
（
１
９
６
０
年
代
～
１
９
７
０
年
代
）

に
人
手
不
足
解
消
、
機
械
化
に
よ
る
作
業
の
標
準
化
等

②
経
済
成
長
の
鈍
化
の
中
で
パ
ー
ト
の
戦
略
化
を
図
る

③
低
成
長
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
正
規
か
ら
非
正
規

へ
の
期
間
労
働
力
の
急
激
な
シ
フ
ト
に
移
行
し
た
、
と

述
べ
つ
つ
、
日
本
型
資
本
主
義
の
歴
史
の
中
で
正
規
と

パ
ー
ト
の
処
遇
の
格
差
が
生
ま
れ
て
き
た
と
発
表
し

た
。 

 
 

―
格
差
の
根
拠
と
な
る
拘
束
性
と
は
― 

 

こ
こ
で
利
波
氏
は
、
拘
束
性
に
つ
い
て
生
協
の
職
場
に

お
け
る
労
働
条
件
か
ら
解
き
明
か
す
提
起
を
し
た
。 

 

生
協
の
理
事
会
が
正
規
職
員
と
パ
ー
ト
職
員
の
均
等

（
も
し
く
は
均
衡
）
が
出
来
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
「
パ
ー

ト
職
員
は
地
域
限
定
（
事
業
所
限
定
）
、
職
種
限
定
で
採

用
し
て
い
る
。
労
働
者
も
そ
れ
を
承
知
の
上
で
応
募

し
、
働
い
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
拘
束
性
で

格
差
の
根
拠
と
な
り
う
る
の
か
？
と
疑
問
を
投
げ
か

け
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
（
改
正
）
の
格
差
の
根
拠

と
な
る
拘
束
性
を
細
分
化
し
、
職
場
の
実
態
か
ら
検
討

を
加
え
た
。
拘
束
性
と
は
、
①
労
働
時
間･

休
日
・
休
暇

の
設
定
の
自
由
度
…
正
規
と
パ
ー
ト
で
の
自
由
度
は
、

生
協
に
あ
っ
て
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
三
つ
を
自
由
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に
設
定
で
き
る
一
般
労
働
者
は
ど
れ
く
ら

い
い
る
か
？
②
責
任
、
残
業
の
有
無
…
仕
事
に

対
し
て
労
働
者
な
ら
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
い

る
、
残
業
は
、
労
基
法
で
は
「
あ
く
ま
で
も
臨

時
的
」
な
時
間
外
労
働
と
規
定
し
て
い
る
、
よ

っ
て
残
業
を
前
提
に
問
う
の
は
無
理
が
あ
る
、

③
配
転
義
務
の
有
無
…
何
の
た
め
の
配
転
（
異

動
、
転
勤
）
な
の
か
、
本
当
に
意
味
の
あ
る
配

転
な
の
か
、
と
問
い
な
が
ら
、
日
本
の
配
転

は
、
正
規
社
員
の
成
果
に
対
す
る
報
償
（
出

世
、
栄
転
）
、
本
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
求
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
会
社
の
生
産
性
が
あ
が
る
こ
と

は
、
疑
問
で
あ
る
と
言
及
し
た
。
こ
の
３
点
を

拘
束
性
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
②
、
③
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
日
本
社
会
（
文
化
）
の
中
で
は
、

家
庭
的
責
任
を
圧
倒
的
に
女
性
が
担
う
中

で
、
そ
も
そ
も
根
拠
に
な
り
う
る
の
か
？
と
疑

問
を
提
起
し
な
が
ら
発
表
を
終
え
ら
れ
た
。 

 
 

 

〝
討
論
の
中
で
は
・
・
・
〟 

 

金
融
職
場
は
、
総
合
職
と
一
般
職
に
別
れ
、

一
般
職
に
は
圧
倒
的
に
女
性
が
占
め
て
い
る

↓
（
地
域
限
定
採
用
）
。
コ
ー
ス
別
管
理
は
、
一

般
的
に
は
差
別
で
あ
り
、
窓
口
業
務
は
、
最
近

一
層
非
正
規
労
働
者
に
置
き
返
ら
れ
て
い
る

�

ま
た
、
拘
束
性
は
正
社
員
に
と
っ
て
は
忠
誠

度
（
貢
献
度
）
の
尺
度
に
も
な
り
う
る
。
パ
ー
ト

の
立
場
か
ら
の
発
言
で
パ
ー
ト
は
企
業
と
っ
て

は
、
景
気
に
よ
っ
て
雇
用
の
調
節
弁
（
安
全
弁
）

で
あ
っ
て
、
責
任
問
題
に
つ
い
て
は
責
任
を
与

え
れ
ば
、
仕
事
は
や
り
き
る
も
の
で
す
。
パ
ー

ト
の
処
遇
は
、
擬
似
パ
ー
ト
に
お
け
る
「
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
指
針
」
で
の
均
衡
処
遇
を
運
動
に

よ
り
発
展
さ
せ
均
等
処
遇
に
近
づ
け
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
も
「
拘
束
性
」
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
多

く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
（
事
務
局 

片
桐
） 

 

●
次
回
（
第
４
回
）
定
例
研
究
会 

 
 

１
月
１
６
日
（
金
）
１
８:

３
０
～ 

 
 

 
会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ
第
２
会
議
室 

 
 

※
参
加
は
誰
で
も
で
き
、
無
料
で
す 

 
 

 

今
回
は
会
場
が
３
０
名
入
れ
る
会
議
室

で
す
の
で
奮
っ
て
参
加
し
て
下
さ
い
。 

 

「
年
金
問
題
と
パ
ー
ト
労
働
者
」 

発
表
者
：
中
澤
特
別
研
究
員 

◆ 

第
２
４
回
所
員
会
議
・
ミ
ニ
研
究
会 

１
月
２
２
日
（
木
）
１
８:
３
０
～ 

会
場:

県
評
会
議
室 

 
 

ミ
ニ
研
究
会
「
経
営
分
析
（
労
働
組
合
）
」 

 
 

・
発
表
者
：
神
田
研
究
所
々
員 

 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
２
月
１
２
日
（
木
）
第
１
２
回
理
事
会 

会
場
：
静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆
２
月
２
０
日
（
金
）
第
５
回
定
例
研
究

会 

会
場: 

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆ 

２
月
２
８
日
（
土
）
１
３:

３
０
～ 

年
金
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

会
場:

清
水
テ
ル
サ 

 

主
催:

静
岡
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

◆
３
月
１
９
日
（
金
）
第
６
回
定
例
研
究

会 

会
場: 

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

 


